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　電気事業においては、安全を最優先に、質の高い電気を安定的かつ効率的にお客さまにお届けし続けることが私
たちの基本的使命であり、最大の社会的責任と認識しています。そのため、電力需要の動向に的確に対応し、効率的
な設備形成を図るとともに、停電減少に向けた取組みや設備運用・管理の高度化、大規模災害時における早期停電復
旧に向けた取組み等を通して、これまで高めてきた供給信頼度水準を引続き維持していきます。

●基幹系統工事の着実な推進と計画的な設備更新
　電力流通設備については、需要動向、供給信頼度、設
備の安全面や運用面、コスト等を総合勘案し、長期的な
観点から効率的な設備形成を図っています。
　九州電力送配電㈱は、今後実施予定である50万V老
朽設備の更新工事中に広範囲の停電が生じないよう基
幹系統を構築することに取り組んでおり、現在、50万V
日向幹線（大分県―宮崎県間）の建設を進めています。
　今後は、経済成長に伴う電力需要の伸びにあわせて
建設した設備の高経年化が進展していくことから、長
期的に安定した設備維持を図るため、経年の進んだ送
電設備（鉄塔、電線ほか）、変電設備（変圧器、遮断器ほ
か）、配電設備（電柱、電線、柱上変圧器ほか）等に対す
る重点的な点検・補修や、計画的な設備更新に取り組ん
でいます。
　なお、設備不具合・劣化データの分析結果を踏まえ
た設備の寿命推定精度の向上にも積極的に取り組み、
高経年設備の更新計画に反映させています。

■主要供給設備（2020年3月末現在）
※九州電力送配電㈱の設備（2020年4月1日以降）
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2020年4月1日より
九州電力送配電㈱の設備
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③ 持続的な安定供給に向けた設備の形成

電力の安定供給
安全で強靭なまちづくり
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